












②作業ステップ
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下記の条件、作業ステップで実施

No 項 目 目的など

① 都市3Dモデル作成 都市再生対象地の現況を立体的に可視化し、今後、まちの将
来像ＶＲ等を作成する際の基礎データとする

② CityGML編集作業 一般的な3DモデルフォーマットからCityGML形式へ変換

③ 統計データ変換
ツール開発

CSVフォーマット（TORIMAKU)、自治体指定フォーマットから
CityGML（ADE）形式への変換ツール開発し、地区レベルの
課題抽出、計画検討に活用

④ i-UR1.0
ビューア開発

都市3Dモデルと統計データを表示できるビューアを開発
オープンソース３Ｄ地図ビューアCESIUMベースで開発
ＷＥＢまたはスタンドアローン対応

想定エリア ：本庄駅北口周辺 都市機能誘導区域（概ね 1.2km2）
3Dモデル表現：CityGML LOD2（建物の屋根形状・道路まで再現）
統計データ ：国勢調査、商業統計、都市計画基礎調査データ・独自調査データなど

大日本コンサルタント株式会社
凸版印刷株式会社





２.成果報告 ①都市3Dモデル
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JR本庄駅周辺地区を空撮し、3Dモデル化

項目 諸元
撮影日 2019/10/2

対象範囲 1.2平方キロ
メートル

地上画素
寸法 7cm

対地高度 713m

オーバー
ラップ率 80%

サイド
ラップ率 60%

コース数 7コース
主点数 145主点
GCP点数 5点

撮影写真
JPEG形式、
計725
ファイル

（１）空撮
直下・前・後・左・右の5方向を同時に撮影できる
オブリークカメラで空中写真を撮影
直下型の航空レーザー計測と比較し、飛行ルートを短縮化

図1 垂直写真（左）、斜め写真（右）（下段は拡大）
図2 撮影標定図

表1 撮影緒言

（２）3Dモデル化
撮影された5方向の空中写真と同時調整計算の結果を
用いて、AIRBUS社製StreetFactoryを利用し
3Dモデルを作成
テクスチャに変化が乏しく3Dモデルの歪みが大きい箇所は
一部修正作業を実施

図3 3Dモデル構築フロー
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②CityGML編集
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3Dモデルから建物および地面のCityGMLモデル作成

（１）使用ソフトウェアの検証
A CityGML全自動生成ソフト（BuildingReconstruction）※当初提案
B 3Dモデリングツール＋プラグイン（Rhinoceros 5＋RhinoCity 2.6）
上記、2種類のソフトウェアを動作検証
①屋根形状の再現性、②テクスチャ付き建物モデル対応③地面モデル対応
の3点の優位性から「B」で作業を実施

（２）建物モデルの作成
対象範囲内の建物約2900棟を基本形状をLOD2とし、
詳細度に分けて屋根形状をモデル化
・ 高詳細度：約200棟（本庄駅前から国道142号沿道、主要建物）
・ 一般詳細度：他約2700棟（低層階の屋根は輪郭のみの平坦面で表現）

建物としてグループ化・IDを付与した屋根ポリゴンとDTMを基にCityGML「Building」モデルを生成（テクスチャ付き）

（３）基盤モデルの作成
基盤地図情報道路線を基に、3D-TINモデルデータに合わせて位置修正・線形を追加し、2D道路・歩道線を作成
２D道路・歩道線を使ってDTMメッシュモデルを分割し、道路（Road）・歩道（Path）・緑地（Green）・その他（Other）に分類
RhinoCityにCityGML道路を定義する機能がないため、「橋（Biridge）」定義へとDTMメッシュモデルを変換し、
4分類をそれぞれ別GMLファイルとして出力

図 4 高詳細度（左）と一般詳細度（右）の比較 図 5 高詳細度（赤）と一般詳細度（緑）の3D屋根ポリゴン全体図
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③統計データ変換ツール
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ＷＥＢ公開可否も含めて、統計データを整理

大日本コンサタント株式会社
凸版印刷株式会社

（1）目的ごとの有効な統計データ
◆合意形成（本庄市庁内ワーキング、市民ワークショップ、地権者説明等での活用を予定）
１）課題の共有／都市の変遷、空き家、歴史資源（蔵造、煉瓦造）、防災
２）将来像共有／都市基盤整備（道路、駅前広場）、スポンジ化対策（駅前街区再編） ※次年度予定

開発種地の可視化、狭隘道路対策による宅地開発イメージ、魅力資源回遊ルート設定など
◆事業者誘致（デベロッパー、不動産事業者、金融機関、商工会議所、個人起業者）
１）マクロ／ターゲット人口、子育て世代、消費支出（購買、医療費）推計年収、単位面積あたり販売額などのマクロデータ

（周辺都市との比較を可能とするメッシュデータ）
２）ミクロ／出店計画に必要となる情報（例：道路状況・交通量・歩行者数、駐車場状況、地価、競合施設など）

開発適地（一定規模、地権者合意、法規制、特殊事情）、空き店舗物 ※次年度予定

（2）収集データと公開可否
クラウドへの掲載可否も含めて活用データを調整中。たとえば「空き家データ」は、防犯面や個人情報保護の観点からスタンドアローン PC
での利用を検討中。 収集統計データ項目を表 2 に示す。 今後もデータ収集・構築を継続予定。

No. データ項目 内容等 提供元 公開 備 考
① 広域データ 人口推移・事業所数等 オープンデータ 〇 国勢調査・商業統計等
② 都市計画基礎調査 本庄市（県） － 建物現況データなし
③ 駐車場 一時貸駐車場 本庄市・調査 〇 駐車場位置、規模など

④ 空き家・空き店舗 空き家位置等 本庄市 × （部外秘・情報公開不可）
⑤ 歴史建造物 社寺・蔵造建造物等 本庄市 〇

⑥ その他 マーケティング分析 購 入 〇 居住者プロファイリング

表2 収集データ



④i-UR1.0ビューア
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CityGMLデータを用いたビューア（プロトタイプ）を開発（１）

● CityGMLデータから3Dタイルデータに変換し表示するCesiumビューア
● クラウドまたはスタンドアローンPCで閲覧可能
● 国土地理院地図上に建物オブジェクト（LOD2、テクスチャ付）を表示 （PCスペックにより表示は任意選択）
● レイヤーの表示・非表示や選択したオブジェクトの属性表示可能

図７ サンプル画面（２）マクロ／広域都市圏の都市構造

本庄市、深谷市、熊谷市のほか、伊勢崎市（群馬県）も同時表示

図６ サンプル画面（１）北口周辺地区の駐車場情報

駐車場の位置、収容台数、稼働率を色・高さで表現
（稼働率は概略調査によるデータをインプット）

大日本コンサルタント株式会社
凸版印刷株式会社
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CityGMLデータを用いたビューア（プロトタイプ）を開発（２）

図９ サンプル画面（４）居住者プロファイリング
本庄市におけるエリア単位の居住者属性等よりマーケティング分析

（他社の分析結果を購入・表示）

図８ サンプル画面（３）建物情報
空き家や歴史的建造物の表示（空き家は除却イメージ表示も可）

遠景の山並みの眺望も確認できるため、景観検討等にも活用可

大日本コンサルタント株式会社
凸版印刷株式会社

図10 サンプル画面（５）
３Ｄ都市モデル



3.活用方策の検討
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都市再生はもとより、交通、防災、観光などさまざまな分野での活用可能性を探る

ａ）３Ｄ都市モデル
・中心市街地のリアリティモデル表現
・２Ｄよりわかりやすいイメージ共有（凸版印刷/体感ルーム活用）
・都市再生（再開発ビル等）イメージパースを組込み未来予想図を再現
・空き家除却、駐車場の敷地整序などによる開発種地の確認
・道路拡幅整備の場合、影響範囲を明示

ｂ）都市圏特性（マクロデータ）
・周辺市町、隣接県を含めたシームレス都市特性分析
・広域連携、機能分担の足掛かり（例：広域交通、公共施設再編、開発、商圏分析）
・SDG’s達成度評価指標

ｃ）地区特性（ミクロデータ／追加できれば利用価値が向上）
・都市計画基礎調査／建物現況（建物用途、階層、構造、築年数、耐火仕様など）
・その他、shape形式データ（位置情報、属性）、メッシュデータは取り込み可能
（例）広義的な都市再生（交通、防災、観光、高齢者福祉などを含む）

図11 体感ルーム
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